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前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

九
九
（
四
三
九
）

　

一
、
翻
訳
実
現
へ
至
る
道
程

　

井
筒
俊
彦
訳
『
コ
ー
ラ
ン
』
と
並
ぶ
日
本
の
イ
ス
ラ
ム
研
究
の

偉
大
な
成
果
と
し
て
、
前
嶋
信
次
訳
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』

全
十
二
巻
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
│
八
一
年
）
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

前
嶋
先
生
が
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
か
ら
の
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ

ト
』
邦
訳
を
志
し
た
契
機
は
、
大
き
く
見
て
三
つ
ほ
ど
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
第
一
に
は
、
一
九
二
八
年
三
月
、
東
京

帝
國
大
學
文
學
部
東
洋
史
學
科
の
卒
業
生
送
別
会
の
席
上
、「
宴

会
の
座
興
」
の
つ
も
り
で
述
べ
た
原
典
翻
訳
・
研
究
の
希
望
が

「
讖し

ん

と
な
り）

1
（

」、
三
十
数
年
後
に
翻
訳
の
実
現
に
至
っ
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
第
二
は
、
一
九
六
○
年
九
月
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交

換
研
究
員
と
し
て
訪
問
し
た
シ
カ
ゴ
大
学
東
洋
言
語
文
明
学
部
の

東
洋
研
究
所
で
、
世
界
最
古
（
八
七
九
年
）
の
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・

ナ
イ
ト
』
写
本
断
片
を
見
て
強
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と
、
第
三
は

帰
国
後
の
一
九
六
三
年
十
月
、
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
が
創
刊
さ
れ
、

刊
行
予
定
書
目
の
な
か
に
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
全
十
五
巻

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
し
た）

2
（

。
直
接
の
契
機
は
一
九
六
○
年
代

に
訪
れ
た
に
せ
よ
、
原
典
訳
の
実
現
は
訳
者
の
長
年
の
宿
願
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
原
典
訳
を
行
な
う
の
に
必
要
な
ア
ラ
ビ
ア
語
の
知

識
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
習
得
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
と

は
違
っ
て
、
前
嶋
先
生
が
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
一
九
二
○
年
代
後

半
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
え
る
学
校
は
お
ろ
か
、
教
師
さ
え
も
日

本
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
九
二
七
年
頃
、

先
生
は
友
人
の
小
林
元は

じ
め（
一
九
○
四
│
六
二
年
）
氏
と
と
も
に
、

ア
ラ
ビ
ア
語
の
師
を
求
め
て
東
京
の
町
を
あ
て
も
な
く
歩
き
回
っ

た
と
い
い
ま
す）

3
（

。
そ
の
後
、
一
九
二
八
年
四
月
か
ら
十
二
年
間
の

台
湾
時
代
を
経
て
東
京
に
戻
り
、
滿
鐵
東
亞
經
濟
調
査
局
に
勤
務

前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

杉
　
田
　
英
　
明



史
　
　
　
学
　
第
七
九
巻
　
第
四
号

一
〇
〇
（
四
四
〇
）

し
た
一
九
四
○
年
六
月
か
ら
四
五
年
十
月
ま
で
の
時
期
が
、
本
格

的
に
ア
ラ
ビ
ア
語
と
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
舞
台
は
、
大
日
本
回
敎
協
會
が
主
催
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
講

習
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
講
習
会
は
一
九
三

九
年
春
か
ら
、
東
京
神
田
駿
河
台
の
神
田
生
活
会
館
で
、
菊
池
慧

一
郎
（
一
九
四
五
年
歿
）
氏
を
講
師
と
し
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
内

容
が
同
協
會
の
雑
誌
『
回
敎
世
界
』
に
「
韋
駄
天
ア
ラ
ビ
ア
語
」
と

題
し
て
連
載
さ
れ
て
い
ま
す）

4
（

。
こ
れ
を
足
掛
か
り
と
し
、
前
嶋
先

生
は
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
で
記
さ
れ
た
文
法
書
な
ど
を
頼
り

に
自
学
自
習
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
ア
ラ
ビ
ア
語
の
世
界
に
入
っ

て
ゆ
か
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
東
亞
經
濟
調
査
局
で
は
、

イ
ル
ヤ
ー
ス
・
ユ
ー
ス
フ
・
ア
ジ
ュ
ル
ー
ニ
ー
と
机
を
並
べ
て
い

た
の
で
、
こ
の
若
い
シ
リ
ア
人
か
ら
生
き
た
ア
ラ
ビ
ア
語
を
学
ぶ

機
会
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
生
か
し
て
、
折

か
ら
東
亞
經
濟
調
査
局
で
購
入
し
た
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ェ
ラ
ン

（
一
八
六
四
│
一
九
三
五
年
）
や
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
モ
ー
リ
ッ
ツ

（
一
八
五
九
│
一
九
三
九
年
）
旧
蔵
の
「
回
教
文
献
」
を
自
由
に
閲

覧
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
前
嶋
先
生
は
一
九
四
一
年
秋
、
井
筒
俊
彦

先
生
と
と
も
に
東
京
の
代
々
木
上
原
へ
、
ア
ブ
デ
ュ
ル
レ
シ
ト
・

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
（
一
八
五
七
│
一
九
四
四
年
）
を
訪
問
し
て
お
ら
れ

ま
す）

5
（

。
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
一
九
三
三
年
に
再
来
日
し
、
当
初
は
湯
島

天
神
下
に
、
ま
た
三
八
年
五
月
の
東
京
回
敎
禮
拜
堂
（
東
京
モ
ス

ク
）
完
成
後
は
モ
ス
ク
の
近
く
に
住
ま
っ
て
い
ま
し
た）

6
（

。
井
筒
先

生
は
一
九
三
七
年
に
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、
助
手
に

な
っ
た
頃
か
ら
旧
約
聖
書
学
の
関
根
正
雄
（
一
九
一
二
│
二
○
○

○
年
）
氏
と
一
緒
に
ド
イ
ツ
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
ハ
ル
ダ
ー
『
ア
ラ

ビ
ア
語
文
法
』
で
ア
ラ
ビ
ア
語
を
独
習
、
さ
ら
に
一
か
月
ほ
ど
で

『
コ
ー
ラ
ン
』
を
読
了
し
、
そ
の
後
は
先
ほ
ど
の
坂
本
勉
先
生
の

お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
湯
島
天
神
下
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
、

続
い
て
ム
ー
サ
ー
・
ジ
ャ
ー
ル
ッ
ラ
ー
（
一
八
七
五
│
一
九
四
九

年
）
か
ら
二
年
ほ
ど
、
親
し
く
ア
ラ
ビ
ア
語
や
イ
ス
ラ
ム
文
献
読

解
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た）

7
（

。
四
一
年
に
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
を
訪
問

し
た
と
き
、
実
は
井
筒
先
生
は
「
ア
ラ
ビ
ア
語
で
生
活
し
、
謂

は
ゞ
文
字
通
り
ア
ラ
ビ
ア
語
を
生
き
て）

8
（

」
い
る
と
い
う
状
態
で
あ

り
、
ア
ラ
ビ
ア
語
学
習
に
お
い
て
前
嶋
先
生
の
遙
か
先
を
歩
ん
で

い
た
わ
け
で
す
。

　

ち
な
み
に
井
筒
俊
彦
文
庫
に
は
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
関

連
の
原
典
や
研
究
書
が
何
点
か
含
ま
れ
て
い
ま
す
が）

9
（

、
戦
後
刊
行

さ
れ
た
『
ア
ラ
ビ
ア
語
入
門
』
の
序
文
に
、
読
者
の
「
目
的
が
、

單
に
「
千
夜
一
夜
物
語
」
の
や
う
な
通
俗
文
學
の
鑑
賞
（
中
略
）
に



前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

一
〇
一
（
四
四
一
）

あ
る
な
ら
ば
、
本
書
以
上
の
文
法
的
知
識
は
全
然
必
要
と
し
な
い

で
あ
ら
う）

10
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
井
筒
先
生
の
眼
か
ら
見
る
と
『
ア

ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
は
通
俗
文
学
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
前
嶋
先
生
は
同
書
へ
の
書
評
で
、

千
夜
一
夜
物
語
の
如
き
、
成
程
極
め
て
大
衆
的
の
も
の
で
あ
ろ

う
が
、
觀
方
に
よ
つ
て
は
、
民
俗
其
他
各
方
面
の
文
化
現
象
研

究
資
料
と
し
て
役
立
つ
點
が
多
く
、
こ
の
點
か
ら
も
尊
重
す
べ

き
も
の
と
思
わ
れ
る）

11
（

。

と
記
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
両
者
の
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ

ト
』
評
価
の
差
異
は
、
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
に
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
前
嶋
先
生
が
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
の
ア
ラ
ビ
ア

語
原
典
を
最
初
に
入
手
さ
れ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
台
南
時
代
に
雑
誌
『
囘
敎
圈
』
に
発
表
さ
れ
た
論
考

「
舎シ

ロ
ツ
プ

利
別
考
」
に
は
、

ア
ラ
ビ
ア
の
原
文
ど
こ
ろ
か
、Burton

の
英
譯
本
もM

ar-
drus

の
佛
譯
も
利
用
出
來
な
か
つ
た
。
中
央
公
論
社
出
版
の

「
千
夜
一
夜
」
は
バ
ー
ト
ン
の
英
譯
本
を
通
じ
て
の
重
譯
で
あ

る
が
、
現
在
は
こ
れ
を
利
用
す
る）

12
（

。

と
あ
り
ま
す
の
で
、
と
て
も
原
典
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
状

況
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
一
方
、
の
ち
に
は
「
ブ
ー

ラ
ー
ク
版
は
、
戦
争
前
か
ら
持
っ
て
い
た）

13
（

」
と
も
回
想
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
前
嶋
先
生
は
、
こ
の
東
亞
經
濟
調
査

局
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
書
店
を
通
し
て
最
初
の
原
典
を
購
入

し
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
と
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
一
八
三
五
年
に
カ
イ
ロ
郊
外
の
ブ
ー
ラ
ー
ク

印
刷
所
で
刊
行
さ
れ
た
、
最
も
重
要
な
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
版
の
一

つ
で
す
。
の
ち
、
実
際
の
翻
訳
に
取
り
か
か
る
一
九
六
○
年
代
以

降
、
こ
の
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
に
基
づ
く
カ
イ
ロ
で
の
覆
刻
版
（
一
八

八
○
年
お
よ
び
八
七
／
八
年
刊
行
の
四
冊
本
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

　

・
カ
ル
カ
ッ
タ
第
二
版
（
一
八
三
九
│
四
二
年
）
全
四
巻

　

・
ベ
イ
ル
ー
ト
版
（
一
八
八
八
│
九
○
年
）
全
五
巻

　

・
ブ
レ
ス
ラ
ウ
版
（
一
八
二
五
│
四
三
年
）
全
十
二
巻

と
い
っ
た
重
要
な
原
典
版
が
順
次
揃
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
カ
ル
カ
ッ
タ
第
二
版
は
ラ
イ
デ
ン
の
ブ
リ
ル
書
店
か
ら
古

書
で
購
入
し
、
ベ
イ
ル
ー
ト
版
は
井
筒
先
生
が
ベ
イ
ル
ー
ト
か
ら



史
　
　
　
学
　
第
七
九
巻
　
第
四
号

一
〇
二
（
四
四
二
）

送
付
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ブ
レ
ス
ラ
ウ
版
は
翻
訳
の
第
六
巻

（
一
九
七
二
年
）
か
ら
参
照
さ
れ
て
い
ま
す）

14
（

。
こ
れ
ら
の
原
典
と

並
行
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
語
訳
も
取
り
寄
せ
て
利
用
し
た
こ

と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

二
、
前
嶋
訳
の
特
色

　

前
嶋
訳
の
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
六
六
年
七
月
、
訳

者
六
十
二
歳
の
と
き
で
し
た
。
以
後
、
第
十
二
巻
ま
で
を
足
か
け

十
六
年
か
け
て
翻
訳
し
続
け
ま
す
。
各
巻
の
刊
行
年
を
列
記
す
る

と
、

　

１
：
一
九
六
六
年　
　

２
：
一
九
六
六
年　
　

３
：
一
九
六
七
年

　

４
：
一
九
六
七
年　
　

５
：
一
九
六
八
年　
　

６
：
一
九
七
二
年

　

７
：
一
九
七
四
年　
　

８
：
一
九
七
六
年　
　

９
：
一
九
七
八
年

　

10
：
一
九
七
九
年　
　

11
：
一
九
八
○
年　
　

12
：
一
九
八
一
年

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
第
五
巻
ま
で
は
順
調
に
、
ほ
ぼ
半
年
に

一
冊
の
割
合
で
進
行
し
て
い
る
の
に
対
し
、
第
五
巻
と
第
六
巻
と

の
あ
い
だ
に
四
年
間
空
白
の
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
公
害
と
か
、
学
園
紛
争
と
か
」
の
衝
撃
や
「
訳
者
の
無
気
力
」
に

由
来
す
る
と
、
訳
者
自
身
が
記
し
て
お
ら
れ
ま
す）
15
（

。
し
か
し
、
一

九
七
一
年
三
月
に
慶
應
義
塾
大
学
を
停
年
退
職
し
、
時
間
的
な
余

裕
が
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
心
機
一
転
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
一
〜
二

年
に
一
冊
を
刊
行
し
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

前
嶋
訳
全
十
二
巻
の
特
徴
を
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、「
進
化
す

る
」
翻
訳
と
呼
ん
で
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
最
初
の
数
巻
、
と

く
に
第
一
巻
は
、
現
代
の
眼
で
見
直
す
と
、
底
本
の
扱
い
の
不
統

一
や
誤
訳
な
ど
の
不
備
が
目
立
ち
ま
す
が
、
空
白
の
四
年
間
を
経

た
第
六
巻
以
降
は
見
違
え
る
よ
う
に
充
実
し
て
ゆ
き
、
最
後
の
第

十
二
巻
で
真
に
円
熟
の
境
地
に
達
し
ま
す
。
た
だ
し
、
後
の
巻
に

な
る
ほ
ど
ア
ラ
ビ
ア
語
の
片
仮
名
表
記
を
多
く
取
り
入
れ
る
方
針

を
取
っ
て
ゆ
く
た
め
、
逆
に
そ
の
片
仮
名
表
記
の
誤
り
が
目
立
つ

結
果
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
二
点
に
絞
っ
て
、
前
嶋

訳
の
特
徴
を
示
す
具
体
例
を
お
目
に
か
け
た
い
と
存
じ
ま
す）

16
（

。

　
　
（
１
）
リ
ッ
ト
マ
ン
独
訳
へ
の
依
拠

　

ま
ず
第
一
の
問
題
と
し
て
、
翻
訳
に
さ
い
し
先
行
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
訳
│
│
と
く
に
エ
ン
ノ
・
リ
ッ
ト
マ
ン
（
一
八
七
五
│

一
九
五
八
年
）
の
ド
イ
ツ
語
訳
│
│
に
依
拠
す
る
あ
ま
り
、
そ
の

誤
訳
を
踏
襲
し
た
り
、
原
典
に
な
い
語
句
を
付
加
す
る
結
果
に

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
を
指
摘
で
き
ま
す
。

第
一
巻
か
ら
、
リ
ッ
ト
マ
ン
訳
に
引
か
れ
た
た
め
に
生
じ
た
不
適



前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

一
〇
三
（
四
四
三
）

切
な
訳
の
例
を
、﹇
前
嶋
訳
（
第
一
巻
頁
数
）＝
リ
ッ
ト
マ
ン
訳

（
第
一
巻
頁
数
）
↑ 

カ
ル
カ
ッ
タ
第
二
版
原
文
（
第
一
巻
頁
数
：

和
訳
）﹈
の
形
で
掲
げ
て
み
ま
し
ょ
う）

17
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。

・
そ
や
つ
は
癩
を
病
み（
九
○
頁
）＝aussätzig

（p.85

）↑ hu-
w
a m

ubtalan
（p.47

：
奴
は
病
気
で
あ
る
）

・
漆
喰
を
は
が
し（
一
四
七
頁
）＝w

ir nahm
en den M

örtel 
w
eg （p. 128

）
↑ shulnā al-turāb （p.79

：
土
を
払
っ
た
）

・
魔イ

フ

鬼リ
ー
トが
（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
の
面
前
に
ぬ
っ
と
の
し
上
が
っ

て
参
り
ま
し
た
（
一
八
二
頁
）＝der D
äm

on stieg auf 
vor uns

（p. 155

）
↑ tadallā 
‘alay-nā

（p. 98

：
我
々
の

上
に
舞
い
降
り
た
）

・
舟
は
顚
覆
し（
一
九
六
頁
）＝kenterte das Boot
（p. 166

）

↑ 

対
応
原
文
な
し
。

・
扉
は
半
開
き
に
な
っ
て
お
り
ま
す
（
二
二
七
頁
）＝deren 

T
ür ich angelehnt fand

（p. 191

）
↑ ra

’aytu bāba-hu 
m
ardūdan

（p. 124

：
扉
は
閉
じ
ら
れ
て
い
た
）

・
死
の
枷
に
悩
む
あ
こ
が
れ
心
を
ば
、
な
お
も
打
つ
の
か
？

（
二
一
三
頁
）＝ U

nd das liebende H
erz in T

odesbande 
schlägt?

（p. 180

）
↑ sabayna-l-qatīla-l-m

ustahām
a-l-

m
u

‘adhdhabā

（p. 116

：
魅
惑
さ
れ
、
苦
し
み
、
死
ん
だ
男

を
擒
に
す
る
）

い
ず
れ
の
場
合
も
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
で
は
な
く
、
リ
ッ
ト
マ
ン

の
ド
イ
ツ
語
訳
を
底
本
に
し
た
と
し
か
思
え
な
い
ほ
ど
、
前
嶋
訳

と
ド
イ
ツ
語
訳
は
よ
く
一
致
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
最
後
の
例
は

詩
の
一
部
分
で
す
が
、
リ
ッ
ト
マ
ン
訳
は
誤
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
擒
に
す
る
」sabayna

と
い
う
原
文
を
“in Bande schlagen

”

と
い
う
成
句
で
表
現
し
て
い
る
の
に
対
し
、
前
嶋
訳
は
こ
の
ド
イ

ツ
語
を
読
み
違
え
、「
枷
の
な
か
で
打
つ
」
と
直
訳
し
た
た
め
、
意

味
の
通
じ
な
い
訳
文
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
嶋
訳
第
一
巻
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
に
な
い
間
投
詞

が
挿
入
さ
れ
た
箇
所
を
リ
ッ
ト
マ
ン
訳
と
対
照
す
る
と
、

　

・
ち
っ
ち
っ
（
一
一
六
頁
）＝ Pfui, pfui

（p. 105

）

　

・
え
え
ま
ま
よ
（
一
三
○
頁
）＝ Ja

（p. 115

）

　

・  

あ
あ
（
一
三
二
頁
、
一
六
六
頁
）＝ A

ch

（p. 116, p. 142

）

　

・
あ
わ
れ
（
二
○
六
頁
）＝ Ja

（p. 174

）

　

・
し
か
り
（
二
三
○
頁
）＝ Ja

（p. 193

）

の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
た
よ
く
対
応
し
ま
す
。
第
一
巻
は
ま
だ
「
小

手
調
べ
」
で
、
翻
訳
の
こ
つ
0

0

が
よ
く
呑
み
込
め
て
い
な
い
段
階
に



史
　
　
　
学
　
第
七
九
巻
　
第
四
号

一
〇
四
（
四
四
四
）

あ
っ
た
た
め
、
一
般
に
最
も
良
心
的
・
模
範
的
な
翻
訳
と
評
さ
れ

る
リ
ッ
ト
マ
ン
訳）
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に
依
拠
す
る
結
果
に
な
っ
た
の
は
や
む
を
え
な

い
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
後
の
巻
で
は
、
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
・
ガ
ブ
リ
エ
リ
（
一
九
○
四
│
九
六
年
）
監
修
の
イ

タ
リ
ア
語
訳
な
ど
を
参
照
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

リ
ッ
ト
マ
ン
訳
へ
の
依
拠
は
目
立
た
な
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
　
（
２
）
詩
の
翻
訳

　

第
二
に
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
詩
の
翻
訳
で
す
。『
ア
ラ
ビ
ア

ン
・
ナ
イ
ト
』
に
は
長
短
合
わ
せ
て
千
四
百
二
十
編
ほ
ど
の
詩
が

含
ま
れ
て
お
り
、
地
の
文
に
対
す
る
比
重
も
大
き
い
の
で
、
詩
の

扱
い
が
翻
訳
全
体
の
成
否
の
鍵
を
握
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
前
嶋
訳
も
、
第
一
巻
で
は
と
も
か
く
詩
の
意
味
を

取
っ
て
訳
文
に
反
映
さ
せ
る
だ
け
で
手
一
杯
と
い
う
印
象
な
の
に

対
し
、
巻
が
進
む
に
従
っ
て
、
読
み
上
げ
る
場
合
の
口
調
を
重
視

し
た
五
七
調
や
七
五
調
、
漢
文
訓
読
調
な
ど
、
凝
っ
た
翻
訳
へ
と

「
進
化
」
し
て
ゆ
く
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。
説
話
集
中
に
は
、
同

一
の
詩
が
巻
を
隔
て
て
複
数
回
登
場
す
る
事
例
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訳
詩
の
変
容
を
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
第
二
版
の
第
一
巻
に
二
回
（
第

十
一
夜
、
第
二
十
一
夜
）、
第
三
巻
に
一
回
（
第
五
百
六
十
一
夜
）

登
場
す
る
二
対
句
で
す
。

苦
難
に
際
会
し
た
と
き
は
、
自
分
の
生い

の
ち命
を
確
保
せ
よ
、

　

家
を
し
て
、
建
て
主
の
死
を
ば
告
げ
し
め
よ
。

土
地
な
ら
ど
こ
に
も
見
つ
け
ら
れ
る
が
、

　

自
分
の
生
命
に
代
わ
り
は
見
出
し
が
た
い
か
ら
。

w
a-nafsa-ka fuz bi-hā 

’in s
● ibta d

● aym
an

　

w
a-khalli-d-dāra tan

‘ā m
an banā-hā

fa-

’ inna-ka w
ājidun 

’ard
● an bi-

’ard
● in

　

w
a-nafsu-ka lam

 tajid nafsan siw
ā-hā

）
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こ
れ
を
、
前
嶋
訳
第
一
巻
（
一
四
五
│
四
六
頁
）
で
は
、

　
　

災
難
の
せ
ま
り
し
と
き
は

　
　

身
を
も
っ
て
お
逃
げ
な
さ
れ
よ
。

　
　

家
を
し
て
嘆
か
せ
な
さ
れ

　
　

そ
を
建
て
た
ひ
と
の
こ
と
を
ば
。

　
　

人
間
至
る
と
こ
ろ
青
山
あ
り
だ
が

　
　

命
に
ゃ
か
け
が
え
あ
り
ま
せ
ぬ
。

と
、
原
詩
の
第
一
対
句
を
四
行
、
第
二
対
句
を
二
行
に
対
応
さ
せ



前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

一
〇
五
（
四
四
五
）

て
訳
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
四
行
は
一
応
五
七
調
で
す
が
、
そ
の

後
は
四
・
六
・
八
、
四
・
四
・
五
と
な
っ
て
い
て
、
全
体
に
口
調

の
よ
さ
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。「
人じ

ん
か
ん間
至
る
と
こ

ろ
青
山
あ
り
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
幕
末
の
僧
侶
・
月

げ
つ
し
よ
う性

（
一
八
一
七
│
五
八
年
）
の
七
言
絶
句）

20
（

の
有
名
な
一
節
の
転
用
で

す
。
こ
れ
が
、
第
二
巻
（
三
九
頁
）
に
再
登
場
す
る
と
き
に
は
、

次
の
よ
う
な
訳
詩
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　

命
か
ら
が
ら
逃
げ
な
さ
い
、
禍

わ
ざ
わ
いあ
な
た
に
せ
ま
る
と
き
、

　
　

主ぬ
し

な
き
家
を
嘆
か
し
な
さ
い
、
建
て
て
く
れ
た
そ
の
人
を
。

　
　

あ
な
た
に
は
、
到
る
と
こ
ろ
に
青
山
あ
れ
ど

　
　

あ
な
た
の
お
命
か
け
が
え
な
し
で
す
。

こ
こ
で
は
一
対
句
が
二
行
に
対
応
し
、
前
半
は
七
五
調
が
基
調
、

後
半
も
字
数
こ
そ
五
・
七
・
七
、
八
・
八
と
や
や
変
則
で
す
が
、

全
体
に
滑
ら
か
な
作
品
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

さ
ら
に
最
後
の
第
十
二
巻
（
一
二
四
頁
）
で
は
、

　
　

虐し
い
たげ
ら
れ
る　

場
所
か
ら
は

　
　
　

思
い
切
り
よ
く　

去
る
が
よ
い

　
　

あ
と
は
屋
敷
に　

そ
を
建
て
た

　
　
　

人
の
こ
と
を
ば　

嘆
か
せ
よ
。

　
　

ひ
と
つ
の
土
地
を　

離
る
と
て

　
　
　

君
は
他
の
地
を　

見
つ
け
よ
う

　
　

け
れ
ど
命
と　

い
う
も
の
は

　
　
　

他
に
は
ど
こ
に
も　

見
つ
か
ら
ぬ
。

の
よ
う
に
、
原
詩
の
一
対
句
を
四
行
、
計
八
行
の
完
璧
な
五
七
調

に
直
し
て
、
分
か
ち
書
き
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
晩
年

の
前
嶋
先
生
が
好
ん
だ
訳
詩
の
形
式
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
訳
者

が
悠
然
と
自
在
の
境
地
に
遊
ん
で
い
る
か
の
ご
と
き
印
象
さ
え
受

け
ま
す
。
学
術
論
文
の
な
か
で
用
い
る
訳
詩
と
し
て
は
柔
ら
か
す

ぎ
る
に
せ
よ
、
物
語
中
で
朗
誦
す
る
に
は
う
っ
て
つ
け
の
訳
し
方

と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
五
七
調
の
分
か
ち
書
き
形
式
と
並
ん
で
、
前
嶋
訳
の
真
骨

頂
と
称
し
て
よ
い
の
が
、
漢
文
訓
み
下
し
形
式
の
訳
詩
で
す
。
も

と
よ
り
明
治
生
ま
れ
の
人
々
は
、
現
代
人
に
比
べ
る
と
遙
か
に
豊

か
な
漢
文
の
素
養
を
備
え
て
い
ま
し
た
が
、
前
嶋
先
生
の
場
合
は

そ
れ
に
加
え
、
東
洋
史
学
科
の
ご
卒
業
で
台
湾
滞
在
も
長
か
っ
た

の
で
、
漢
籍
に
親
し
む
機
会
も
多
く
、
漢
文
訓
読
式
の
文
章
を
作

る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

カ
ル
カ
ッ
タ
版
の
第
一
巻
（
百
二
十
四
夜
）
と
第
四
巻
（
七
百
八



史
　
　
　
学
　
第
七
九
巻
　
第
四
号

一
〇
六
（
四
四
六
）

十
六
夜
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
二
対
句
が
繰
り
返
し
て
現
わ
れ
ま

す
。

私
が
彼
女
の
衣
服
を
剝
い
で
隠
し
所
を
あ
ら
わ
に
す
る
と
、

そ
こ
に
は
わ
が
性
格
と
富
と
に
ふ
さ
わ
し
い
、
き
り
り
と

締
ま
っ
た
細
道
が
あ
っ
た
。

内
部
に
そ
れ

0

0

を
半
分
挿
入
す
る
や
、
彼
女
は
思
わ
ず
溜
息
を

つ
い
た
。

「
何
を
嘆
く
の
」
と
私
が
問
え
ば
、
彼
女
曰
く
「
残
り
半
分

が
待
ち
遠
し
く
て
」。

w
a-lam

m
ā kashaftu-th-thaw

ba 
‘an sat

● h
● i kussi-hā

　

w
ajadtu bi-hā d

● īqan ka-khulq-ī w
a-

’arzāq-ī
fa-

’awlajtu fī-hā nis
● fa-hū fa-tanahhadat

　

fa-qultu li-m
ā hādhā fa-qālat 

‘ala-l-bāqī
）
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こ
れ
は
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
猥

褻
詩
の
一
つ
で
す
。
第
一
対
句
の
後
半
、「
き
り
り
と
締
ま
っ
た

細
道
」d● īq

と
訳
し
た
箇
所
は
、
自
分
の
正
確
が
ま
っ
す
ぐ
（
廉

直
）
で
財
産
が
少
な
い
（
清
貧
）
こ
と
と
、
相
手
の
女
陰
の
締
ま

り
が
よ
い
こ
と
と
を
懸
詞
の
形
で
同
時
に
示
唆
し
て
い
ま
す
。
前

嶋
先
生
の
歿
後
、
そ
の
遺
志
を
受
け
継
い
で
東
洋
文
庫
版
の
翻
訳

を
完
成
さ
せ
た
池
田
修
（
一
九
三
三
年
生
）
先
生
は
、
第
十
五
巻

（
二
二
三
頁
）
で
こ
の
詩
を
次
の
よ
う
に
訳
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　

下
着
を
除
き
て
女
陰
眺
む
れ
ば

　
　

締
り
良
き
こ
と
わ
が
性さ

が

と

　
　

わ
が
好
み
に
合
う
が
如
し

　
　

わ
れ
た
め
ら
い
つ
（
マ
マ
）、
一
物
を

　
　

乙
女
に
半
ば
さ
し
込
め
ば

　
　

溜
息
つ
き
て
応こ

た

え
た
り

　
　
「
そ
は
何
故
の
溜
息
か
」

　
　

わ
が
問
い
に
乙
女
は
答
え
て

　
　
「
残
さ
ず
わ
ら
わ
に
与
え
た
ま
え
」

原
詩
の
対
句
数
と
は
無
関
係
に
、
全
体
は
三
行
三
連
の
文
語
調
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。「
乙
女
」「
わ
れ
た
め
ら
い

つ
（
つ
）」
は
原
文
に
な
い
追
加
、「
わ
が
好
み
」
は
原
文
の
「
富
」 

’arzāq
の
意
訳
、「
一
物
」
も
原
文
で
は
「
そ
れ
」
と
曖
昧
に
示
さ

れ
る
だ
け
の
代
名
詞
を
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
明
示
し
て
い
ま
す
。

い
か
に
も
語
学
者
ら
し
い
、
即
物
的
・
説
明
的
で
淡
々
と
し
た
訳



前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

一
〇
七
（
四
四
七
）

し
ぶ
り
と
評
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し
前
嶋
先
生
は
、

第
五
巻
（
九
三
頁
）
で
、

　
　

軽
羅
を
披ひ
ら

い
て
望
む
玉
門
関

　
　

狭
窄
さ
な
が
ら
似
た
り
吾
が
心
と
産
と
に
。

　
　

進
入
半
道
に
し
て
娘じ

よ
うは
嘆
息
す

　
　

借
問
す
れ
ば
恨
み
答
う
残
途
遠
し
と
。

と
い
う
漢
文
訓
読
調
を
ひ
ね
り
だ
し
ま
し
た
。
女
陰
の
別
名
で
あ

る
「
玉
門
」
と
、
中
国
敦
煌
付
近
の
関
所
で
あ
る
「
玉
門
関
」
と
を

懸
け
て
、
全
体
は
辺
境
を
主
題
と
し
た
一
編
の
塞
外
詩
の
ご
と
き

体
裁
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
句
の
末
尾
に
こ
の
地
名
を
置
く

漢
詩
に
は
、「
春
光
度わ

た

ら
ず
玉
門
関）
22
（

」「
孤
城
遙
か
に
望
む
玉
門

関）
23
（

」
な
ど
、
古
来
有
名
な
作
品
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
狭
窄
」

「
半
道
」「
残
途
遠
し
」
が
旅
の
辛
さ
を
暗
示
し
、「
借し

や
も
ん問
す
れ
ば
」

と
い
う
漢
詩
の
頻
出
表
現
に
よ
っ
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

仮
に
「
さ
な
が
ら
」
を
「
宛
ら
」
と
漢
字
表
記
す
れ
ば
、
各
行
と
も

漢
字
七
文
字
に
な
る
と
い
う
凝
り
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
さ
す
が

に
平
仄
ま
で
は
合
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
。

　

一
般
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
場
合
、
こ
う
し
た
猥
雑
表
現
を
ラ
テ

ン
語
に
置
き
換
え
て
、
道
徳
律
か
ら
の
逸
脱
の
誹
り
を
免
れ
よ
う

と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す）

24
（

。
前
嶋
先
生
が
そ
れ
を
ど
の
程
度
意
識

し
て
お
ら
れ
た
か
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
結
果
的

に
そ
れ
と
同
一
の
効
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
漢
文
の
素
養
豊
か

な
先
生
に
よ
る
、
会
心
作
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

三
、『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
研
究
の
位
置
づ
け

　

前
嶋
先
生
は
、『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
を
「
中
世
ア
ラ
ブ
世

界
の
縮
図）

25
（

」「
ア
ラ
ブ
の
民
の
心
を
理
解
す
る
最
良
資
料）
26
（

」
と
捉
え
、

こ
れ
を
歴
史
研
究
の
素
材
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
顕

著
で
し
た
。
そ
れ
は
、
先
に
も
引
い
た
台
南
時
代
の
「
舎シ

ロ
ツ
プ

利
別

考
」（
一
九
三
九
年
）
や
、
東
亞
經
濟
調
査
局
時
代
の
「
ア
ラ
ビ
ヤ

人
と
咖
啡
│
│
民
族
文
化
的
考
察
」（
一
九
四
三
年）

27
（

）
に
始
ま
っ

て
、
原
典
訳
を
進
め
て
い
た
晩
年
の
諸
論
考
に
至
る
ま
で
変
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
「
舎
利
別
考
」
は
四
十
数
年
後
、
当
初

の
大
宅
壯
一
ら
に
よ
る
バ
ー
ト
ン
版
邦
訳
か
ら
の
引
用
を
原
典
か

ら
の
直
接
訳
に
置
き
換
え
、
全
体
の
趣
旨
は
変
え
な
い
ま
ま
で

「
舎
利
別
（
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
）
考）

28
（

」
と
題
し
た
改
定
版
を
執
筆
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
も
、
先
生
が
こ
の
主
題
と
方
法
に
い
か
に
深

い
愛
着
を
抱
い
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
観
に
は
、
こ
の
説
話
集



史
　
　
　
学
　
第
七
九
巻
　
第
四
号

一
〇
八
（
四
四
八
）

の
最
初
の
翻
訳
者
で
あ
る
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ガ
ラ
ン
（
一
六
四
六

│
一
七
一
五
年
）
や
、
優
れ
た
英
語
抄
訳
を
刊
行
し
た
エ
ド
ワ
ー

ド
・
レ
イ
ン
（
一
八
〇
一
│
七
六
年
）
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋

学
者
た
ち
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。
実
際
、
前
嶋
先
生
は
彼
ら
の
見
方
を
要
約
し
て
、

十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
前
半
に
至
る
こ
ろ
、
中
世
そ
の
ま

ま
の
ア
ラ
ブ
社
会
が
、
現
実
に
残
っ
て
い
る
実
情
を
、
つ
ぶ
さ

に
観
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
学
者
た
ち
は
、『
千
夜
一
夜
物

語
』
こ
そ
、
そ
の
忠
実
な
写
生
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
普
通

だ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る）

29
（

。

と
述
べ
、
そ
の
姿
勢
を
基
本
的
に
肯
定
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
た
だ

そ
の
さ
い
の
問
題
は
、「
中
世
ア
ラ
ブ
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
、

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
か
ら
マ
ム
ル
ー
ク
朝
、
オ
ス
マ
ン
朝
に
至
る
ま
で

の
長
い
時
間
的
推
移
を
捨
象
し
た
、
あ
ま
り
に
大
雑
把
で
劃
一
的

な
概
念
で
あ
り
、
十
九
世
紀
の
近
代
化
開
始
以
前
、
ア
ラ
ブ
世
界

は
ほ
と
ん
ど
変
化
や
進
展
の
な
い
社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
に

立
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
カ

ル
カ
ッ
タ
第
二
版
や
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
と
い
っ
た
原
典
版
が
成
立
す

る
ま
で
の
写
本
の
伝
承
過
程
自
体
、
ま
っ
た
く
検
討
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
で
し
た）

30
（

。

　

こ
の
状
況
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
の
は
、
前
嶋
先
生
ご
逝
去
の

翌
一
九
八
四
年
、
ア
ラ
ブ
出
身
の
北
米
の
研
究
者
ム
フ
ス
ィ
ン
・

マ
フ
デ
ィ
ー
（
一
九
二
六
年
生
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
、
十
四

世
紀
シ
リ
ア
写
本
に
基
づ
く
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
校
訂
版）

31
（

で
し
た
。
こ
の
マ
フ
デ
ィ
ー
版
は
、
最
初
の
二
百
八
十
二
夜
を
含

む
説
話
集
の
「
古
層
」
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
劃
期
的
な
試
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
物
語
に
つ

い
て
は
、
そ
の
初
期
形
態
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
が
ご
存
命
で
あ
っ
た
な
ら
、
真
っ
先
に
こ
れ
を
史
料
と
し
て

利
用
さ
れ
た
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
先
に
ふ
れ
た
「
舎
利
別
（
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
）
考
」
改
定

版
で
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
第
二
版
の
計
二
十
三
か
所
、
十
三
編
の
物

語
か
ら
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
の
使
用
の
実
態
を
示
す
本
文
が
引
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
マ
フ
デ
ィ
ー
版
に
も
含
ま
れ
て
い
る
物
語

は
三
編
の
み
で
す
が
、
そ
こ
に
属
す
る
五
つ
の
文
章
の
う
ち
、
対

応
関
係
を
確
認
で
き
る
の
は
三
か
所
で
す
。
こ
れ
を
﹇
カ
ル
カ
ッ

タ
第
二
版
＝
マ
フ
デ
ィ
ー
版
﹈
の
順
に
示
し
ま
す
と
、

・
第
十
二
夜
「
乙
女
は
麝
香
入
り
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
（sukkar 

m
um

assak
）
を
持
っ
て
き
て
、
私
に
飲
ま
せ
て
く
れ
ま
し



前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

一
〇
九
（
四
四
九
）

た
」=

第
四
十
三
夜
「
彼
女
は
私
に
、
大
き
な
盃
に
入
れ
た

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
（sharāb

）
を
飲
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
」

・
第
二
十
夜
「
彼
ら
は
薫
香
を
焚
い
た
り
、
砂
糖
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
（sukkar

）
を
飲
ん
だ
り
、
薔
薇
水
を
振
り
か
け
た

り
し
た
」=
マ
フ
デ
ィ
ー
版
対
応
欠
。

・
第
二
十
三
夜
「
彼
は
一
壺
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
（sharbāt

）
を

持
っ
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
薔
薇
水
と
麝
香

が
加
え
て
あ
り
ま
し
た
」=

第
九
十
五
夜
「
薔
薇
水
で
味

つ
け
し
、
砂
糖
と
氷
を
加
え
た
一
壺
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

（
’uqsim

ā

）
を
持
っ
て
き
ま
し
た
」

・
第
二
十
四
夜
「
料
理
人
は
氷
と
砂
糖
を
加
え
た
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
（
’uqsim

ā

）
を
飲
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
」=

第
九
十

六
夜
「
料
理
人
は
氷
と
砂
糖
を
加
え
た
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

（
’uqsim

ā

）
を
飲
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
」

・
第
百
五
十
三
夜
「
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
（sha-

rāb

）
や
果
実
」=

マ
フ
デ
ィ
ー
版
対
応
欠）
32
（

。 

原
文
で 

“’uqsim
ā

” 

と
あ
る
の
は
、「
酢
蜜
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ

ア
語 

“oxym
eli

” 

に
由
来
す
る
言
葉
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し

て
見
る
と
、
こ
の
論
文
で
は
そ
も
そ
も
何
を
以
て
「
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
」
と
呼
ぶ
か
と
い
う
定
義
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
さ
て
措
く
と
し
て
も
、
マ
フ
デ
ィ
ー
版
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
十
三
か
所
の
う
ち
少
な
く
と
も
三

か
所
は
、
十
四
世
紀
ま
で
溯
り
う
る
文
言
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
す
。
つ
ま
り
そ
こ
に
は
、
十
四
世
紀
段
階
で
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

使
用
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
、
十
四

世
紀
以
降
、
十
八
世
紀
ま
で
の
あ
い
だ
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
フ
デ
ィ
ー
版
の
出
現
に
よ
っ
て
、『
ア
ラ
ビ

ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
の
史
料
的
価
値
は
格
段
に
高
ま
り
、
前
嶋
先
生

が
志
向
さ
れ
た
研
究
方
法
は
、
よ
り
厳
密
な
形
で
の
実
現
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
研
究
の
な
か
に
受
け
継
ぎ
、
生
か
し
て

ゆ
く
こ
と
こ
そ
、
私
ど
も
後
に
続
く
世
代
の
務
め
で
は
な
い
か
と

存
じ
ま
す
。

註＊　

旧
稿
で
扱
っ
た
事
柄
に
関
し
て
は
、
煩
瑣
と
重
複
を
避
け
て
一
次
史

料
の
出
典
表
示
を
省
略
し
、
旧
稿
の
当
該
個
所
の
み
を
示
す
。
た
だ
し
、

引
用
文
は
例
外
と
し
、
典
拠
を
明
示
す
る
。

＊　

関
連
す
る
旧
稿
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

・「
人
と
業
績
」＝「
前
嶋
信
次
氏
の
人
と
業
績
」
前
嶋
信
次
『
千
夜
一

夜
物
語
と
中
東
文
化
』
前
嶋
信
次
著
作
選
１
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、



史
　
　
　
学
　
第
七
九
巻
　
第
四
号

一
一
〇
（
四
五
〇
）

二
○
○
○
年
、
四
三
七
│
六
八
頁
。

・「
戦
後
日
本
」＝「
戦
後
日
本
の
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
│
│
翻

訳
と
研
究
・
批
評
を
中
心
に
」『
外
国
語
研
究
紀
要
』
第
十
二
号
、
東

京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
教
養
学
部
、
二
○
○
八
年
三
月
、

一
│
六
○
頁
。

・「
講
読
事
始
」＝「『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
講
読
事
始
│
│
昭

和
前
期
に
お
け
る
ア
ラ
ビ
ア
語
研
究
の
先
達
た
ち
」『
東
洋
文
化
』
第

八
十
七
号
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
○
○
七
年
三
月
、
二

○
五
│
二
五
頁
。

（
1
）　

前
嶋
信
次
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
を
訳
す
」『
信
濃
毎
日
新
聞
』

一
九
七
九
年
十
一
月
六
日
、
夕
刊
第
四
面
﹇
ぶ
ん
か
﹈。
の
ち
、
同

『
イ
ス
ラ
ム
の
宗
教
と
歴
史
』
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
八
七
年
、

二
七
一
頁
。

（
2
）　
「
人
と
業
績
」
四
五
六
│
五
八
頁
。「
戦
後
日
本
」
一
○
頁
。

（
3
）　
「
人
と
業
績
」
四
四
八
頁
。

（
4
）　
「
講
読
事
始
」
二
一
二
│
一
四
頁
。
二
○
○
九
年
四
月
二
十
八
日
、

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
慶
應
義
塾
大
学
で
家
島
彦

一
先
生
に
お
目
に
か
か
っ
た
さ
い
、「
前
嶋
先
生
は
神
田
の
講
習
会
に

通
っ
た
と
い
う
話
を
し
て
お
ら
れ
た
」
旨
の
ご
教
示
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
前
嶋
先
生
ご
自
身
の
著
作
中
に
は
講
習
会
へ
の
言
及
は
皆

無
な
の
で
、
こ
の
証
言
は
大
変
貴
重
で
あ
る
。

（
5
）　
「
人
と
業
績
」
四
四
八
頁
。

（
6
）　

イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
来
日
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
論
考
に
詳
し
い
。

坂
本
勉
「
ア
ブ
デ
ュ
ル
レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
再
来
日
と
蒙
疆
政

権
下
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
策
」
お
よ
び
松
長
昭
「
東
京
回
教
団
長
ク
ル
バ

ン
ガ
リ
ー
の
追
放
と
イ
ス
ラ
ー
ム
政
策
の
展
開
」
坂
本
勉
編
著
『
日
中

戦
争
と
イ
ス
ラ
ー
ム
│
│
満
蒙
・
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
統
治
・
懐

柔
政
策
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
八
年
。
小
松
久
男
『
イ
ブ

ラ
ヒ
ム
、
日
本
へ
の
旅
│
│
ロ
シ
ア
・
オ
ス
マ
ン
帝
国
・
日
本
』
刀

水
書
房
、
二
○
○
八
年
、
一
三
六
│
六
一
頁
。
松
長
昭
『
在
日
タ

タ
ー
ル
人
│
│
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
』
ユ
ー

ラ
シ
ア
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
東
洋
書
店
、
二
○
○
九
年
、
三
九
│
四

九
頁
。

（
7
）　
「
人
と
業
績
」
四
四
八
│
四
九
頁
。

（
8
）　

井
筒
俊
彦
『
ア
ラ
ビ
ア
語
入
門
』
慶
應
出
版
社
、
一
九
五
○
年
、

「
序
文
」
四
頁
。

（
9
）　
『
井
筒
俊
彦
文
庫
目
録　

ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
図
書
の

部
』（
慶
應
義
塾
図
書
館
、
二
○
○
三
年
）
四
○
七
│
○
九
頁
、
二
九

八
頁
に
は
、
① 

ベ
イ
ル
ー
ト
版
（
全
七
巻
、
一
九
五
六
│
五
八
年
）

お
よ
び
カ
イ
ロ=

ブ
ー
ラ
ー
ク
版
（
全
四
巻
、
一
八
九
三
／
四
年
）、

② 

ハ
サ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ウ
ハ
ル
ら
に
よ
る
再
話
本
（
カ
イ

ロ
、
一
九
五
二
年
以
降
刊
、
全
九
冊
）、
③ 

サ
イ
ー
ド
・
ジ
ュ
ー

ダ
・
ア
ッ=

サ
ッ
ハ
ー
ル
ら
に
よ
る
再
話
本
（
カ
イ
ロ
、
年
記
な
し
、

全
五
冊
）、
④ 

ス
ハ
イ
ル
・
ア
ル=

カ
ラ
マ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
る
研
究

書
『
千
夜
一
夜
』（
カ
イ
ロ
、
一
九
五
九
年
）
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
井
筒
俊
彦
文
庫
目
録　

和
漢
書
・
洋
書
の
部
（
稿
）』（
慶
應
義
塾
図

書
館
、
二
○
○
二
年
）
二
頁
に
は
、
前
嶋
信
次
訳
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ

イ
ト
』
第
一
、
二
、
四
巻
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

井
筒
俊
彦
『
ア
ラ
ビ
ア
語
入
門
』「
序
文
」
三
頁
。

（
11
）　

前
嶋
信
次
「〔
書
評
〕
井
筒
俊
彥
著　

ア
ラ
ビ
ア
語
入
門
」『
史
學
』

第
二
十
五
巻
一
号
、
一
九
五
一
年
七
月
、
一
一
八
頁
。



前
嶋
信
次
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
原
典
訳
へ
の
道

一
一
一
（
四
五
一
）

（
12
）　

前
島
信
次
「
舎シ
ロ
ツ
プ

利
別
考
」『
囘
敎
圈
』
第
二
巻
六
号
、
一
九
三
九
年

六
月
、
一
二
頁
。「
戦
後
日
本
」
三
三
頁
。

（
13
）　

前
嶋
信
次
「
ア
ラ
ビ
ア
夜
話
の
原
典
さ
ま
ざ
ま
」『
三
田
文
學
』
第

五
十
四
巻
二
号
、
一
九
六
七
年
二
月
、
二
○
頁
。
原
文
に
は
「
ブ
ー

ラ
ー
の0

版
」
と
あ
る
が
、
引
用
に
さ
い
し
て
訂
正
し
た
。

（
14
）　
「
戦
後
日
本
」
一
一
│
一
三
頁
。
ベ
イ
ル
ー
ト
版
の
送
付
に
つ
い
て

は
、
窪
寺
紘
一
『
イ
ス
ラ
ム
学
事
始
│
│
前
嶋
信
次
の
生
涯
』（
世
界

聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
八
九
年
）
一
七
八
頁
に
記
載
が
あ
る
。

（
15
）　

前
嶋
信
次
訳
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
第
六
巻
、「
あ
と
が
き
」

三
○
一
頁
。

（
16
）　

前
嶋
訳
全
体
の
特
徴
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、「
戦
後
日
本
」
一
四

│
二
七
頁
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
以
下
に
は
そ
の
一
部
を
摘
記
し

た
。

（
17
）　

リ
ッ
ト
マ
ン
訳
と
カ
ル
カ
ッ
タ
第
二
版
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通

り
。

　
　

・ Enno Littm
ann, D

ie E
rzählungen aus den T

ausendund-
ein N

ächten, 6
vols., W

iesbaden: Insel V
erlag, 1953

﹇1921 
‒28

﹈.

　
　

・ A
lf Layla w

a Layla, ed. W
. H

. M
acnaghten, 4

vols., Cal-
cutta: W

. T
hacker / London: W

. H
. A

llen, 1839‒42.

（
18
）　

前
嶋
訳
「
あ
と
が
き
」
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
の

比
較
文
学
者
ミ
ア
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
（
一
九
一
八
│
八
八
年
）
の
『
物
語

の
技
法
』
か
ら
、
最
新
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ

ト
百
科
事
典
』
に
至
る
ま
で
、
リ
ッ
ト
マ
ン
訳
に
対
す
る
学
術
的

評
価
は
高
い
。M

ia I. Gerhardt, T
he A

rt of Story-T
elling: A

 
Study of the T

housand and O
ne N

ights, Leiden: E. J. Brill, 

1963, pp. 104‒08; U
lrich M

arzolph and Richard van Leeu-
w
en, T

he A
rabian N

ights E
ncyclopedia, 2

vols., Santa Bar-
bara, California: A

BC-CLIO
, 2004, pp. 624‒25. 

し
か
し
、
仔
細

に
検
討
す
る
と
、
リ
ッ
ト
マ
ン
訳
は
先
行
す
る
バ
ー
ト
ン
訳
に
依
拠

し
、
そ
の
誤
訳
を
踏
襲
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

（
19
）　A

lf Layla w
a Layla, V

ol. 1, p. 78; p. 161; V
ol. 3, p. 68. 

初

出
箇
所
は
全
五
対
句
中
の
最
初
の
二
対
句
、
二
回
目
は
全
四
対
句
中

の
最
初
の
二
対
句
、
三
回
目
は
全
五
対
句
中
の
最
初
の
二
対
句
。
三

回
目
の
二
対
句
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
文
言
の
異
同
が
あ
る
。
残
り
の

対
句
は
相
互
に
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
引
用
は
初
出
箇
所
に
よ
っ

た
。
詩
の
韻
律
はal-w

āfir.

（
20
）　

釋
月
性
『
淸
狂
遺
稿
』
上
、
大
洲
鐵
然
・
天
地
哲
雄
同
輯
、
田
中

治
兵
衛
、
一
八
九
二
年
、
二
五
丁
オ
「
將
東
游
題
壁
」
二
首
の
う
ち
第

二
首
の
結
句
。
蘇
東
坡
（
一
○
三
六
│
一
一
○
一
年
）
の
七
言
律
詩

「
予　

事
を
以
て
御
史
台
の
獄
に
繫
が
る
。
獄
吏　

稍や

や
侵
さ
る
。
自

ら
度は
か

る
に　

堪
う
る
こ
と
能
わ
ず
、
獄
中
に
死
し
て
、
子
由
と
一
別

す
る
を
得
じ
と
。
故
に
二
詩
を
作
り
て
、
獄
卒
の
梁
成
に
授
け
、
以

て
子
由
に
遺お
く

る　

二
首
」
の
「
其
の
一
」
第
五
句
「
是い
た

る
処
の
青
山　

骨
を
埋う
ず

む
べ
し
」（
原
漢
文
）
を
意
識
し
た
表
現
。『
蘇
文
忠
公
詩
合

註
』
巻
十
九
（
古
今
体
詩
）
所
収
。
訓
み
下
し
は
、
小
川
環
樹
・
山
本

和
義
選
訳
『
蘇
東
坡
詩
選
』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
五
年
、
一
六
二
頁

（
ル
ビ
は
適
宜
省
略
）。

（
21
）　A

lf Layla w
a Layla, V

ol. 1, p. 600; V
ol. 4, p. 27. 

両
者
間
に

は
わ
ず
か
な
が
ら
文
言
の
異
同
が
あ
る
。
引
用
は
前
者
に
よ
る
。
詩

の
韻
律
はal-t

● aw
īl.

（
22
）　

王
之
渙
「
涼
州
詞
」
の
結
句
。『
全
唐
詩
』
巻
二
百
五
十
三
・
王
之



史
　
　
　
学
　
第
七
九
巻
　
第
四
号

一
一
二
（
四
五
二
）

渙
「
涼
州
詞
二
首
」
の
第
一
。

（
23
）　

王
昌
齡
「
從
軍
行
」
の
転
句
。『
全
唐
詩
』
巻
一
百
四
十
三
・
王
昌

齡
四
「
從
軍
行
七
首
」
の
第
四
。

（
24
）　

例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
学
者
ニ
コ
ル
ソ
ン
（
一
八
六
八
│
一

九
四
五
年
）
は
、
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
詩
人
ル
ー
ミ
ー
（
一
二
○
七
│

七
三
年
）
の
『
精
神
的
マ
ス
ナ
ヴ
ィ
ー
』
英
訳
に
お
い
て
、
猥
雑
な
詩

句
全
体
を
ラ
テ
ン
語
訳
で
示
し
て
い
る
。Reynold A

. N
icholson, 

T
he M

athnaw
í of Jalálu

’ddín R
úm

í, 8
vols., Cam

bridge: 
Gibb M

em
orial T

rust, 1926‒40, V
ol. 6, p. 231. 

ま
た
、
リ
ッ
ト

マ
ン
の
『
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
』
ド
イ
ツ
語
訳
で
は
、
第
四
百
二
十

三
夜
の
猥
雑
な
詩
句
は
訳
出
を
控
え
、「
例
え
ば
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ス
の
ラ

テ
ン
詩
に
よ
っ
て
の
み
翻
訳
さ
れ
う
る
」
旨
の
注
記
を
添
え
て
い
る
。

V
ol. 3, p. 589.

（
25
）　

前
嶋
信
次
「
ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト
の
世
界
│
│
カ
リ
フ
た
ち
を

中
心
に
」
前
嶋
信
次
・
杉
勇
・
護
雅
夫
編
『
オ
リ
エ
ン
ト
史
講
座
』
４

（
カ
リ
フ
の
世
界
）、
學
生
社
、
一
九
八
二
年
、
二
一
二
頁
。

（
26
）　

前
嶋
信
次
「
千
夜
一
夜
物
語
│
│
作
品
解
説
」
藤
本
義
一
編
『
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
版　

千
夜
一
夜
物
語
』
世
界
文
化
社
、
一
九
七
七
年
、

一
六
八
頁
。

（
27
）　
『
新
亞
細
亞
』
第
五
巻
三
│
四
号
、
一
九
四
三
年
三
│
四
月
、
一
四

四
│
五
二
頁
、
九
四
│
一
○
九
頁
。

（
28
）　

前
嶋
信
次
『
東
西
物
産
の
交
流
』
東
西
文
化
交
流
の
諸
相
、
誠
文

堂
新
光
社
、
一
九
八
二
年
、
九
│
四
○
頁
。

（
29
）　

前
嶋
信
次
「
宗
教
と
非
宗
教
│
│
『
千
夜
一
夜
』」『
岩
波
講
座
文

学
』
４
（
表
現
の
方
法
１　

世
界
の
文
学
、
上
）
岩
波
書
店
、
一
九
七

六
年
、
二
六
九
頁
。

（
30
）　
「
戦
後
日
本
」
三
三
│
三
四
頁
。

（
31
）　M

uhsin M
ahdi, T

he T
housand and O

ne N
ights

（A
lf Layla 

w
a-Layla

）from
 the E

arliest K
now

n Sources, 3
vols., Leiden: 

E. J. Brill, 1984‒94.

（
32
）　

カ
ル
カ
ッ
タ
第
二
版
の
出
典
は
、
い
ず
れ
も
第
一
巻
よ
り
、pp. 
84, 153, 187, 189, 766. 

前
嶋
信
次
訳
で
は
、
順
に
第
一
巻
、
一
五
八

頁
、
第
二
巻
、
二
六
頁
、
八
七
頁
、
八
九
頁
、
第
六
巻
、
一
○
一
頁
。

マ
フ
デ
ィ
ー
版
の
対
応
箇
所
は
、pp. 159, 269, 271.

「
戦
後
日
本
」

三
四
│
三
五
頁
。


